
別記参考様式第２号

計画の名称

計画策定主体

対象市町村

計画の期間

計画の目標

１．地域の現状

２．抱えている課題

３．取り組むべき対策

４．それによって達成しようとする目標

定量的指標

上記の計画の目標に対する定量的指標は以下のとおりとする。

①機能高度化漁港数

・岸壁・物揚場の耐震化整備 2 漁港

・安全係船岸の整備 2 漁港

・衛生管理対策施設の整備 2 漁港

・就労環境改善に資する整備 4 漁港

・船揚場の先端改良の整備 3 漁港

②海岸背後地区の浸水被害防護面積 5.61 ha

対象事業

※別添一覧表参照

８市町村（国頭村、今帰仁村、恩納村、伊是名村、読谷村、北谷町、南城市、竹富町 ）

農　山　漁　村　地　域　整　備　計　画

沖縄県漁港漁村地域整備計画

　沖縄県

令和４年４月公表

令和４年度～令８年度（５年間）

　沖縄県は亜熱帯地域に属し、少産多種の水産資源、台風の常襲、高温多湿などの特性を有してい
るほか、干満差が大きい海域にあり、厳しい就労環境での作業を強いられている。また、県内各地
域に設置されたパヤオ（浮魚礁）を利用した漁業やマグロ延縄漁業及び旗流し漁法の導入によるソ
デイカ漁業が中心となっている。

　漁船の大型化や登録漁船の増加に伴う航路・泊地水深の不足や係留施設の不足が課題となってい
る。
　亜熱帯地域による台風の常襲、高温多湿、干満差の大きい海域など厳しい就労環境での作業を強
いられており、これら特性に適合した安全かつ安定的な漁業活動の確保が課題となっている。
　離島における漁港においては、生活物資等の搬入を担う重要拠点として、一般港湾の性格も併せ
もち、就航率、運航の円滑化・効率化を図り、定期船等が通年を通して安心して利用出来る環境の
構築を求められている。
　大規模な自然災害に基因するリスクから県民の生命と財産を守るため、国が進める国土強靱化、
防災・減災の取組を踏まえ、漁港海岸の高潮対策が求められている。

　亜熱帯特性等を生かした持続可能な農林水産業の振興を図るため、亜熱帯・島しょ性の地域特性
に適合する水産生産基盤の整備を推進するとともに、離島航路の就航率改善等の整備に取り組み、
魅力と活力ある漁村地域の振興を推進する。

　漁村の魅力と所得の向上、地域が有する多面的機能の維持・発揮による農山漁村地域の活性化促
進、持続可能な漁業生産の確保を目標とする。








